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中小業者の営業を総合的に支援する 
『中小企業振興基本条例』の制定を 広次 

ひ   ろ    つ   ぐ 

忠彦 

通信 
Ｎｏ．１８３ 
２０１０年８月５日 
日本共産党大分市議団 

核
兵
器
は
な
く
せ
る 

 

５
月
の
『
核
不
拡
散
再
検
討
会

議
』
に
６
９
１
万
を
超
え
る
署
名

が
提
出
さ
れ
、
藩
国
連
事
務
所
長

が
原
水
協
の
現
地
集
会
で
発
言
す

る
な
ど
、
世
論
が
大
き
く
高
ま
り
、

核
兵
器
廃
絶
に
む
け
た
「
最
終
合

意
」
文
書
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
も
「
国
民
平
和
大
行
進
」

で
、
大
分
市
内
を
７
月
９
・
１
２

～
１
４
日
の
４
日
間
、
歩
き
通
し

ま
し
た
。 

ま
た
上
が
っ
た
国
保
税 

 

「
高
す
ぎ
る
」「
も
う
払
え
な
い
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
保
税
に
は
、
法
定
減
免
と

申
請
減
免
が
あ
り
ま
す
。
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
高
す
ぎ
る
国
保
税
を

引
き
下
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

業
者
に
ユ
ニ
ー
ク
な
支
援 

「
も
の
づ
く
り
総
合
支
援
補
助
金

事
業
」
で
は
、
地
場
産
白
樺
樹
皮
エ

キ
ス
を
使
用
し
た
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム

の
開
発
へ
の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
商
工
業
人
材
育
成
事
業
」

で
は
、
講
師
を
招
く
費
用
だ
け
で
な

く
、
ワ
イ
ン
な
ど
の
海
外
研
修
に
も

助
成
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
地
域
に
あ
っ
た
中
小
企
業
の
た

め
の
各
種
事
業
が
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

『
基
本
条
例
』
が
あ
る 

前
述
の
支
援
は
、
帯
広
市
『
中
小

企
業
振
興
基
本
条
例
』
に
も
と
づ
い

て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
『
基

本
条
例
』
で
は
、
①
起
業
・
創
業
お

よ
び
新
技
術
・
新
事
業
開
発
の
支
援
、

②
人
材
育
成
お
よ
び
担
い
手
づ
く
り

の
促
進
、
③
経
営
基
盤
の
強
化
、
④

産
業
基
盤
の
整
備
、
⑤
中
小
企
業
者

の
組
織
化
の
促
進
お
よ
び
中
小
企
業

団
体
の
育
成
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
こ
れ
ま
で
の
大
分
市
で
は
… 

１
９
７
１
（
昭
和
４
６
）
年
に
『
中

小
企
業
振
興
条
例
』
を
制
定
。「
経
営

指
導
、
技
術
指
導
、
従
業
員
の
福
祉

対
策
等
に
つ
い
て
必
要
な
施
策
」
や

融
資
に
か
か
わ
る
規
定
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
施
策
で
は
、
融
資
に

か
か
わ
る
こ
と
が
大
半
で
す
。 

 

大
分
市
で
も
制
定
を 

 

『
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
』
の

制
定
に
つ
い
て
、
商
工
農
政
部
長
は
、

「
帯
広
市
の
条
例
制
定
、
推
進
体
制

は
す
ば
ら
し
い
」「
自
治
基
本
条
例
制

定
後
に
、
中
小
企
業
施
策
の
中
心
と

な
る
も
の
に
改
定
し
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。 

日
ご
ろ
の
一
こ
ま 

７
月
２
４
・
２
５
日 

「
夏
は
祭

り
」
。
大
分
市
で
は
「
雨
の
長
浜

様
」
が
か
わ
き
り
で
す
。
『
火
群

祭
り
』
が
、
２
４
・
２
５
、
七
瀬

自
然
公
園
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

高
さ
１
３
ｍ
の
『
柱
松
』
は
圧
巻
。

そ
の
『
柱
松
』
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
の
手
作
り
で
す
。
私
も
い
っ

し
ょ
に
作
り
ま
し
た
。
祭
り
は
観

る
だ
け
で
な
く
、
参
加
す
る
、
さ

ら
に
準
備
か
ら
が
楽
し
い
で
す
。

地
域
の
輪
も
広
が
り
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
と
広
次
③ 

 

大
学
で
最
初
に
出
会
っ
た
政

治
団
体
は
『
原
理
研
』
で
す
。
あ

る
日
、
友
だ
ち
と
教
育
学
部
棟
前

の
芝
生
で
談
笑
し
て
い
ま
い
し

た
（
と
っ
て
も
学
園
ド
ラ
マ
風
で

す
が
）
。
す
る
と
先
輩
風
の
女
学

生
が
寄
っ
て
き
て
「
北
朝
鮮
の
ミ

サ
イ
ル
は
ど
こ
に
向
い
て
い
る

か
、
知
っ
て
い
ま
す
か
」
と
質
問

し
て
き
ま
し
た
。
『
ち
ょ
っ
と
面

倒
だ
な
』
と
思
い
、
「
一
発
は
私

の
上
で
し
ょ
う
」
と
答
え
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
彼
女
は
笑
い
な

が
ら
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。（
続
） 


